
傘は径4-6cm、初め円錐形、のちほぼ平らに開くが、中央はつねに突出する。表面は粘性なく、地色は淡黄
色であるが帯褐オリーブ色の繊維紋で密に被われ、中央部は濃色、周辺は淡色、あるいは全面が一様に
帯褐オリーブ色を呈することもある。肉はほとんど白色。秋（9-10月）にコナラ・クヌギ等の広葉樹林内の地
上に群生、または点々と発生。

コナラ林やアカマツ・コナラ林等の混成林に発生し、県
内での観察はまれ。分布は日本のみ。

発生地の保全。

注

写真提供：平山吉澄

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、姫路市、宍粟市、上郡町、豊岡市、養父市

■ 国内分布

埼玉県、兵庫県、他

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キシメジ科

兵庫県ランク…ハエトリシメジ
環境省ランク… －Tricholoma  muscarium  Kawam. ex Hongo


